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ー
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＊　高薮 出、佐々 木秀孝、村崎 万 代、栗原和夫 （気 象研 ）、廣田知 良 （北海道農研 セ）

1．は じめ に

地域気候モデル によ る研究の特徴 は、通常の

GCM では再現不可能なメソス ケールの降水分

布の再現力河 能な点にある。特に地形性降水は、

山岳の解像度に大きくよ るので、その改善が顕

著である。降雪の 再現性の 改善も期待される。

本研究では、チ ベ ッ ト高原周辺 の積雪メカニ ズ

ムを地域気候モデルの シミ ュ レ
ー

シ ョ ン結果よ

り探 っ た 。

2．モデル

ここで用 い たのは MRI −R   ［の 60  ノ黛一ジ

ョ ンである。鉛直方向には 36 層あ り、領域は

75−155E 、 5・55N で あ る 。　 MRI ・RCM は

MRI −CGCM2 ．2 （YUkiimotO　et 　a ］．2001）に SBC

法 （Kida　et　aL 　1991）によりネス トして 10年

間 走 らせた。Rajendran　et　a1．（2004）は 、

MRI −CG （］M2 ．2 が南一束アジ ア モ ン ス
ー

ン を

良く再現 して いる ことを示して いる。

3．陸面過程モデル

我々 は、MRI −RCM が長期間積分可能なように

陸面過程モデルを作製し組み込んだ 。 その モデ

ル は、（1）第 1層（4  ）の土壌層で地表面熱収支

を解き、（2）熱伝導方程式を解い て 土中温度 を求

め 、 （3）ダルシ
ー則を解い て土中水分を求めるも

の で ある 。 また雪につ い て は、（1）モデル最下層

の大気温度を用 い て雨雪判別を行い 、（2）融雪 に

はデグリーデイ法を応用 し、（3）地表面が雪に覆

われ て い る限 りは、土壌層の物性を雪の物性値

に置き換えて計算を行っ た 。 また．（4）雪の アル

ベ ドは O．6 と設定 した。

4 ．結果

こ の モ デルで は氷河はパ ラメタライズされて い

ない。そこ で万年雪は同 じ格子上に積み重な っ

てゆく。そ の ため、雪が深く積もっ た とこ ろを

氷河域 と見なすことがで きる。次図は、 10 年

平均の 最暖月 （8 月）の積雪深 （mH20 ） とモ

デル地形を並べ て示した もの である。
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此をみ ると、チベ ッ ト周辺の 全て の 山岳域で、

氷河が発達 して い るこ とが わかる 。 これは観測

（She，1980）と良い対応 を示 している。

　積雪 プロ セス は地域により異な っ て い る。チ

ベ ッ トの南縁で は、降雪に著 しい 日周期が認め

られた 。 これ は地形性降水で ある こ とが示唆さ

れ、この点で、夏の降水パ ター
ンと似通っ て い

る。逆に、チベ ッ ト西縁で は降水は
一
週 間毎に

数日続い て生じて いた 。 これは、北方を通過す

る温帯低気圧の 寒冷前線や 、 西方擾乱がこ の地

域にかか り生じる降雪であ っ た。

5 ．まとめ

地域気候モデルを用 い て、チベ ッ ト周辺の雪氷

域の 再現 に成功 した。また、地域によ り積雪メ

カニ ズムが異なる こ とをモデル の 実験結果の解

析から示す事が出来た 。
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